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論文内容の要旨
序章「八世紀後半における鑑真門下の戒律観考察の意義について」では、日本古代仏教史研究におい
て問題とされてきた「国家仏教諭」と呼ばれる諸研究の意義と問題点に触れ、併せてその克服を目指し
た諸研究の意義と問題点にも言及した上で、沙弥戒の註釈書である法進『沙弥十戒井威儀経疏(以下
『威儀経疏』と略記)j を用いた研究が奈良仏教研究に貢献しうる可能性について、私見を提示した。
第一部第一章「鑑真門流における戒律観」は、『威儀経疏』の大きな特徴の一つである外典受容の目
的について考察した。本章では、孝謙上皇・藤原仲麻日らにより『孝経j . r党網経』の普及が試みられ
ていた当時の時代背景を重視し、本来護国的要素の希薄な『威儀経』に対して、忠孝観や礼を始めとす
る中国伝統思想、を積極的に用いた註釈作業を行うことで『威儀経疏』に護国機能を付加し、その普及・
実践を通じて、中国伝統の礼教・忠孝観に合致する「大唐」の護国仏教を日本に移植することを企図し
たものと考えた。
第一部第二章「鑑真門流における天台止観業受容」は、『威儀経J 本来の内容である十善戒とは直接
関係のない「坐禅」という語をめぐり、法進が『天台小止観』から大幅、かつ詳細な引用を行った理由
を考察した。法進は『威儀経』の本質を仏教の最高境地である「浬繋」と規定する。しかし、実際に『威
儀経』の実践により得られる仏果は浬繋に遠く及ばないという矛盾が生じる。そこで法進は、『威儀経』
中で「浬繋」をもたらす修養法のーっとして「坐禅」が提示されている点に着目し、『天台小止観J を
引用、その実践を促すことで、『威儀経疏』のみの実践により浬繋を可能とする理論を構築したと考えた。
第一部第三章「鑑真門流における天台止観受容の背景J は、『威儀経疏J において数ある禅思想、の中
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から天台止観が特筆されるに至った理由を、八世紀後半の仏教界の動向を中心に考えたものである。『威
儀経疏J の成立した八世紀後半は華厳信仰が盛んになると共に、聖徳太子信仰が高揚した時期でもあっ
た。このような時代背景を考慮に入れると、天台教学は華厳教学の実践的側面を担う性質を有すると共
に、聖徳太子が中国天台宗第二祖の慧思の生まれ変わりであるという「聖徳太子慧思後身説」の存在も
相侠って、当時の人々の関心を惹き易い教学であった。このような理由から、天台教学に造詣の深く、
しかも律師の地位にあることで護国仏教の理念を註釈作業に反映させ得る法進が『威儀経疏』の註釈に
当たったと考えた。
第二部第一章「奈良時代における儒仏道融和論の推移」では、八世紀前半・後半、そして九世紀前半
における儒・仏・道各教の融和、及び対立の様相を明らかにすることを試みた。八世紀前半の学僧・道
慈が理想、とする仏教は、自身の留学生活を通じて身につけた唐の護国仏教を理想とするものであった
が、その内容は世俗の観念を超越し、道教と融合する一方で、儒教(及び、儒教に立脚する官僚社会)
を拒絶する、形而上的で世俗的秩序とは遠くかけ離れた内容のものであった。それに対して、八世紀後
半の法進においては僧尼の登用・育成を儒教的官僚機構に基づき実施しようとする僧綱の方針を背景
に、生得の中国固有の忠孝観・礼教観念を積極的に導入、その普及を図ることで唐代の理想的護国仏教
を日本に移植する試みがなされた(第一部第一章にて既述)。道慈と法進とは中国仏教の中に身を置い
た経験を持つ点、律師に補任された点、唐仏教の移植を志向する姿勢を有する点では共通点を持つもの
の、法進は道慈とは対照的に儒教と徹底的に融合した仏教を提唱する。一方、法進において仏教と道教
の関係は明記されないが、法進の方針を基本的に継受したと考えられる護命には、仏教と道教とが隔絶
されている点に(中国に対する)日本の優位性が認められており、古代仏教においては仏教と儒教との
融合の促進、及びそれに反比例する形で仏教における道教的要素の払拭が進行することで、仏教がイデ
オロギーとしての側面を現実的なレベルで強化していったと考えられる。
第二部第二章 IW 日本霊異記J に認められる「天台智者問術」・「天台智者甚深之解JJ は、第一部第二
章で触れた『威儀経疏』における『天台小止観』受容が後世の仏教者に対して与えた影響の一端につい
て、『霊異記J を基に具体的な考察を試みたものである。
『霊異記J 編纂者景戒は法相宗徒である一方、『霊異記』内において「天台智者間術」・「天台智者甚深
之解」への関心を表明する。天台止観によって獲得が可能となる五神通のうち、三世にわたる因果律を
透徹する能力である宿命通・天眼通を『霊異記J の主題である因果応報観と照合すると、宿命通・天眼
通が「悪果」たる災異を未然に防ぐ能力として機能し得ることがわかる。禅定を実践することで五神通
が獲得できるという認識自体は天台宗独自のものではないが、法相宗をはじめとする諸宗は生死輪廻を
伴う長期間、禅定を含む様々な修行の結果として五神通の獲得(=成仏)が可能になると考えられてい
るのに対して、天台宗では止観行の実践のみで現身の成仏(即身成仏)を可能としている点に特徴があ
る。この点は『霊異記』完成と同時期に最澄によっても強調される点であったが、即身成仏の可能性を
示唆する内容は『天台小止観』からの引用を通じて『威儀経疏』にも取り上げられていることから、生
きながらにして「除災J . I免災」の術を習得可能とする止観行に象徴される天台教学に対する景戒の関
心は、直接的、あるいは間接的に『威儀経疏』からもたらされた可能性が考えられることを指摘した。
第二部第三章「藤原仲麻呂における維摩会」は、法進の有力な庇護者の一人であった藤原仲麻呂の君
臣観を、仏教法会である維摩会に託された意味から考察した論考である。藤原鎌足の創始による維摩会
は、『維摩経』問疾品講説の功徳により重病を治した鎌足・不比等父子にまつわる伝説に基づく法会で
ある。しかし、天平宝字元年(七五七)、仲麻呂による維摩会復興の奏上には鎌足・不比等父子の治病
説話、及び不比等没後に行われた光明子主催の維摩会の事績に関する言及が一切存在しない点、その代
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わりに不比等再興の維摩会に「奉翼皇宗」・「住持仏法」・「引導尊霊」・「催勧学徒」という意義が付加さ
れているという点が注目される。聖武治世下においては、藤原氏と皇室との聞には「浄明心(明浄心)J
というイデオロギーを媒介とする不二一体の君臣関係が構築されていた。しかし、奈良麻日の維摩会復
興の奏上の僅か一ヶ月前に発覚した奈良麻呂の乱は、それまで不可侵のものと観念されていた「浄明心
(明浄心)J が実は藤原氏本位の理論であることを暴露し、それを全否定するものであった。そこで、君
臣関係の象徴にして皇族と藤原氏の紐帯である「浄明心(明浄心)J の公的性格を回復するため、仲麻
呂は鎌足・不比等父子の治病説話、更に自身の病気平癒や実母橘三千代の追福・顕彰を目的に実施され
た光明子時代の維摩会の私的な歴史を払拭し、代わりに維摩会における藤原氏の祖先顕彰を護国報思に
連続・発展させることで、藤原氏と皇室との君臣関係の正統性の再強化を試みたと考えた。
第二部第四章「諌臣の系譜」は、第三章に続いて仲麻日の君臣観の考察を目的とした。仲麻呂の著し
た『藤氏家伝(以下『家伝』と略記)j I鎌足伝」には、中大兄皇子と鎌足とが『日本書紀J や『晋書』
などの史書において国家中興の資質とされる「雄略」という特質を共有し、その「雄略」によって「大
事(=蘇我入鹿諒滅)J を遂行させた、という認識が存在する。また「鎌足伝J からは、天皇や皇太子
が鎌足の諌言を受け容れることで理想的な政治が実現すると共に、鎌足の子孫に対する歴代の天皇から
の厚遇の根拠が「諌臣」としての鎌足の働きにあるという主張が窺える。更に、この「諌臣」の資質は
『家伝』下巻「武智麻日伝J における武智麻呂(仲麻呂の父)の人物像にも継承されている。この点から、
「諌臣」としての鎌足の役割は、鎌足-(不比等-)武智麻呂一仲麻呂という藤原南家に継承されるべき
ものとして考えられ、『家伝J 中に具現化されていたと考えた。
結章「鑑真一門の跡を嗣ぐ者たち」では、九世紀初期に最澄の『四条式j (r山家学生式j)提出を端
緒として勃発した大乗戒壇独立に関する論争を題材に、当時の大僧都として南都側の論客となった法相
宗僧護命と最澄の双方において、法進ら鑑真一門に対する評価、及び護国仏教観における異同を明らか
にした上で、両者を法進の「後継者」と見なし得る可能性を提示した。
論文審査結果の要旨
本論文は、鑑真門下の法進の手になる『沙弥十戒井威儀経疏』という沙弥戒注釈書の分析作業を通じ
て、彼がいかにして唐代の護国仏教を日本に移入しようとしたかを実証的に明らかにするとともに、そ
の思想が奈良時代の仏教界に与えた多様な影響について考察したものである。
まず、序章「八世紀後半における鑑真門下の戒律観考察の意義について」では、本書全体を貫く問題
意識と方法の問題が取り上げられる。そこでは、これまで日本古代仏教史研究において重要なテーマで
あった「国家仏教論」をめぐる研究史が詳しく回顧された後、『沙弥十戒井威儀経疏J を史料として用
いることによって従来の研究成果をどのように克服できるのか、その見通しが論じられる。
続く本論は二部構成である。四章からなる第一部では、『沙弥十戒井威儀経疏』を詳しく読み解くこ
とによって、そこに法進が託した唐仏教移植の意図を明らかにしようとする。この書には、一見経典の
内容とは無関係にみえる天台の教理や中国の風俗に関わる記述などが豊富に盛り込まれているが、富樫
氏はそうした注釈の姿勢の背後に、唐仏教の日本移入をめざす法進の一貫した意図を見出している。経
典注釈というきわめて学問的かつ抽象的な知的作業の背景に、法進のリアルな現状分析と独自の問題意
識を読み取り、注釈という行為自体がそうした問題意識に対する彼なりの解答であることを、詳細なテ
キスト分析によって明らかにした本論文は、法進というー仏教者の思想、の解明に留まらず、方法面でも
-369-
思想史研究の新たな地平を切り開くものである。
第二部は、『沙弥十戒井威儀経疏J を広く同時代のコンテクストに位置づけることを試みたものであ
る。第一章では、八世紀から九世紀前半にかけて進行した仏教と儒教・道教との対立と融合の動きのな
かで、『沙弥十戒井威儀経疏』の果たした意義が明らかにされ、第二章では、この書にみられる天台思
想、が『日本霊異記J に影響を及ぼした可能性が詳しく論じられる。第三・四章では、『沙弥十戒井威儀
経疏』と藤原仲麻呂の思想との関係を解明することを通じて、この書が当時の仏教界に与えた具体的な
影響を指摘する。日本における天台教学の受容の問題は、最澄による天台思想の移入から論じ始められ
ることが多いが、本論文は鑑真門下の法進における天台思想受容の実態を明断に解き明かした上、それ
が同時代の社会に及ぼした広汎な影響を明らかにしており、奈良時代の仏教思想史を根底から見直すた
めの重要な視座を提供するものである。
本論文では、綴密なテキストの読みと綿密な考証を踏まえながらも、法進という一人の仏教者の思想
研究の枠を超えて、古代仏教思想史像の再検討を迫る数々の新知見の提示と問題提起がなされており、
その成果は斯学の発展に寄与するところ大なるものがある。よって、本論文の提出者は、博士(文学)
の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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